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要旨 

第 1 章 問題と目的 

近年では，社会の急激な変化から様々な背景を持つ人々が共に生きる時代となり，他者

と良好な関係を保つためにコミュニケーションスキルの重要性が指摘されている。対人関

係や社会適応に必要な概念として，共同体感覚がある。Crandall（1981）によって“他者に

対する興味関心”と定義され，測定尺度も作成されている（Greever, Tseng, & Friedland, 

1973 ; Sulliman, 1973）が，共同体感覚の影響要因については研究がされていない。 

これまでの多くのコミュニケーション研究で，自己主張・自己抑制が重要とされている。

以上の 2 つをまとめた概念である社会的自己制御（以下 SSR）（原田・吉澤・吉田，2008）

について，他国に比べて低いことが指摘されている（原田・吉澤・朴・中島・尾関・吉田，

2014）。新しい概念であるため，先行研究も少なく今後検討していく必要がある。 

運動を行う上でも，他者の存在がなくては成り立たない。週 1 日以上のスポーツ実施率

が高まっている（スポーツ庁，2018）ことから，近年スポーツに対する社会からの要請は

増大していると考えられる。スポーツの醍醐味である人同士の駆け引きや一体感は，個人

の健康に対し大いに貢献できるものであるといえる。本研究では，共同体感覚の影響要因

として，SSR とスポーツチームの一体感について検討した。 

第 2 章 研究 1「運動経験と共同体感覚および社会的自己制御の関連」 

第 3 章 研究 2「運動経験における共同体感覚の影響要因の検討」 

研究 1 では，運動部活動所属の有無における共同体感覚と SSR の差についての検討と，

共同体感覚の影響要因としての SSR について検討した。研究 2 では，運動部活動において

SSR が直接および一体感を媒介して共同体感覚に影響を与えるかについて検討した。  

2 つの研究から，SSR における自己主張と感情・欲求抑制が，共同体感覚の所属感・信

頼感と貢献感に正の影響を与えることが明らかになった。また，運動部活動において一体

感における集団への統合を媒介して正の影響を与えることも示された。集団のメンバー間

のコミュニケーションが，メンバー間の最適な関係に影響すること（Cotterill，2012），日

本人のコミュニケーションが相互の一体感を得るために行われていること（大野，2002），

一体感を高めることがメンバーの相互作用を強めること（Woodcock，1994）が報告されて

いることから，本研究においても同様な結果が得られた。共同体感覚の理論においては，

（Adler，1930／岸見訳，1996）人は弱ると共同体感覚を持つのをやめ，個人的優越性を追

求するとされているが，本研究では苦悩を味わう場面が多いスポーツの視点で検討を行っ

てきた。つまり，人はネガティブな状況に置かれた場合，共同体感覚が高い人ほど目標を

自己実現に関するものへと方向付けやすいのではないだろうか。目標が他ではなく自己に

向かうことで，優劣という他者の存在を意識することなくスポーツに打ち込めるようにな

る。その結果，精神的健康などに関わってくる可能性も大いにあるだろう。 

第 4 章 総合考察 

今後の展望として，共同体感覚は社会適応（Leak，2004）や精神的健康（Lundin，1989

／前田訳，1998）との関連も指摘されている。本研究の結果から，SSR のようなコミュニ

ケーションスキルが共同体感覚を媒介し，社会適応や精神的健康に影響することについて

も検討する必要がある。また，SST などを行うことによる共同体感覚への影響といったよ

うな質的研究により，プログラム開発等のさらなる研究の発展が望まれる。
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